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令和 4年 6月 4日（土）

　
こ
の
二
点
は

、
五
段
以
上
は
各
支
部

で

、
指
導
者
の
立
場
で
あ
り

、
そ
の
為
の

参
考
に
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た

。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
全
剣
連
居
合
実
技

講
習
で
は

、
一
本
目
か
ら
十
二
本
目
に
つ

い
て

、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
に
つ
い
て
陥
り
や

す
い
欠
点
に
つ
い
て

、
や

っ
て
見
せ
て
説

明
し

、
全
体
に
そ
し
て
個
人
に
も
時
間
を

掛
け
て
丁
寧
な
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た

。
、
最
後
は
六
段
・
七
段
受
審
者
の
演

武
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
を
い
た
き
ま
し

た

。
気
剣
体
一
致
の
重
要
性
 

そ
し
て
体

さ
ば
き
・
足
さ
ば
き
の
説
明
は
大
変
有
意

義
で
あ

っ
た
と
の
受
講
者
の
感
想
で
し

た

。
今
回
も
感
染
対
策
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

、
以
上
ご
報
告

致
し
ま
す

。

居
合
道
五
段
以
上
講
習
会
　
五
月
八
日

（
日

）
　
石
岡
市

　
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画
最
初
の
講
習

会
は

、
居
合
道
五
段
以
上
を
対
象
に

、
千

葉
県
か
ら
教
士
八
段
 

與
島
宏
先
生
を
講

師
に
お
迎
え
し

、
石
岡
市
八
郷
運
動
公
園

体
育
館
に
六
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た

。

　
八
段
七
名

、
七
段
十
七
名

、
六
段
十
五

名

、
五
段
二
十
二
名
で

、
令
和
四
年
度
の

六
段
・
七
段
受
審
者
が
十
一
名
で
し
た

。

　
平
野
政
弘
部
長
の
挨
拶
の
後

、
土
浦
支

部
佐
藤
吉
典
五
段
の
準
備
運
動
で
講
習
が

始
ま
り
ま
し
た

。

一

、
初
め
に
與
島
先
生
手
作
り
の
講
習
会

資
料

『
指
導
者
の
心
得

』
を
基
に
座
学

。

二

、
続
い
て
参
加
者
か
ら
演
武
者
と
コ
メ

ン
ト
者
を
選
出
し

、
順
番
に
演
武
し
て
も

ら
い
一
人
ひ
と
り
に

、
コ
メ
ン
ト
者
が
講

評
を
述
べ
て
も
ら
う
訓
練
を
行
い
ま
し

た

。

居合道部だより
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 お知らせ

 令和4年4月 制定及び改定の規約規則について　　

 １、茨城県剣道連盟会員規則制定：令和４年４月１日施行（県外審査合格者の入会届が必要になりました）

 ２、茨城県剣道連盟居合道部規則改訂：令和４年４月４日施行

審判実技講習 (わかぐり運動公園体育館)

審判法講習

審判実施－１ 審判実施－２

居
合
道
試
合
審
判
講
習
会
及
び
試
合
錬
成
会
　
五
月
二
十
二
日

（
日

）
　
か
す
み
が
う
ら
市

　
五
月
は

、
五
段
以
上
講
習
会
に
続
い
て

、

審
判
講
習
会
及
び
五
段
以
下
の
試
合
錬
成
会

を
行
い
ま
し
た

。
例
年
茨
城
県
居
合
道
大
会

の
前
に
居
合
道
六
段
以
上
を
対
象
に

、
審
判

技
術
の
維
持
向
上
を
目
的
に
行
う
も
の
で

、

こ
の
2
年
コ
ロ
ナ
禍
で
県
外
・
県
内
共
に
試

合
が
行
わ
れ
な
い
中
に
お
い
て
は

、
重
要
な

講
習
会
で
し
た

。
か
す
み
が
う
ら
市
わ
か
ぐ

り
運
動
公
園
体
育
館
に
五
十
五
名
が
参
加
し

ま
し
た

。

　
審
判
は
八
段
三
名

、
七
段
十
六
名

、
六
段

十
六
名
で

、
錬
成
会
は
五
段
十
四
名

、
四
段

三
名

、
三
段
三
名
の
参
加
で
し
た

。

　
講
師
は

、
昨
年
の
伝
達
講
習
を
行
い
ま
し

た
平
野
政
弘
講
師

、
補
助
講
師
に
山
﨑
明

正

、
伊
藤
政
敏
が
担
当
し
ま
し
た

。

　
平
野
政
弘
部
長
の
挨
拶
の
後

、
鹿
行
支
部

楠
本
健
太
六
段
の
準
備
運
動
で
講
習
が
始
ま

り
ま
し
た

。

　

　
初
め
に
山
﨑
明
正
講
師
指
導
で
全
剣
連
居

合
十
二
本
を

、
五
段
以
下
と
六
段
以
上
が
交

代
で
演
武
を
行
い
ま
し
た

。

　
次
に
平
野
政
弘
講
師
の
審
判
法
は

、
令
和

三
年
度
の
全
日
本
居
合
道
大
会
審
判
要
領
を

基
に

、
講
師
の
今
ま
で
の
審
判
経
験
を
加
え

て
具
体
的
な
例
を
交
え
て
の
丁
寧
な
説
明
で

理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す

。

　
審
判
の
実
技
講
習
は

、
審
判
側
の
指
導
を

平
野
政
弘

、
山
﨑
明
正

、
錬
成
会
側
の
指
導

を
伊
藤
政
敏
で
実
施

、
審
判
側
は

、
一
組
二

試
合
づ
つ
実
習
し

、
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
以
上

審
判
を
経
験
し
て
い
な
か

っ
た
方
も
お
ら
れ

た
中

、
六
月
の
居
合
道
大
会
前
の
訓
練
の
目

的
は
充
分
達
成
さ
せ
る
事
が
出
来
た
と
思
い

ま
し
た

。

　
五
段
以
下
の
錬
成
会
に
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
の
ご
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。


